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会　
社　
の　
解　
散　
・　
清　
算　

会　
社　
の　
解　
散　
お　
よ　
び　
清　
算　
は　
、　
株　
主　

総　
会　
（　

・　

）　
に　
お　
け　
る　
決　
議　
、　

定　
款　
で　
設　
立　
期　
間　
が　
定　
め　
ら　
れ　
て　
い　
る　

場　
合　
に　
は　
そ　
の　
期　
間　
満　
了　
に　
伴　
う　
取　
締　

役　
会　
決　
議　
、　
ま　
た　
は　
裁　
判　
所　
に　
よ　
る　
命　

令　
等　
、　
様　
々　
な　
要　
因　
に　
よ　
り　
行　
わ　
れ　
ま　

す　
。　一　

般　
的　
な　
会　
社　
の　
解　
散　
・　
清　
算　
手　
続　

の　
場　
合　
、　
会　
社　
解　
散　
の　
正　
式　
決　
定　
が　
な　

さ　
れ　
る　
と　
、　
清　
算　
人　
が　
選　
任　
さ　
れ　
、　
会　

社　
の　
資　
産　
を　
清　
算　
し　
ま　
す　
。　
そ　
し　
て　
、　

債　
務　
の　
弁　
済　
や　
清　
算　
事　
務　
費　
用　
お　
よ　
び　

清　
算　
人　
報　
酬　
の　
支　
払　
が　
行　
わ　
れ　
た　
後　
に　

清　
算　
人　
の　
手　
元　
に　
あ　
る　
残　
余　
財　
産　
が　
、　

株　
主　
間　
で　
比　
例　
分　
配　
さ　
れ　
ま　
す　
。　

Ｑ　
１　
　　
会　
社　
の　
解　
散　
は　
ど　
の　
よ　
う　

な　
場　
合　
に　
行　
わ　
れ　
る　
の　
で　
す　

か　
。　

Ａ　
１　
　　
会　
社　
の　
解　
散　
は　
、　
会　
社　
の　

定　
款　
に　
従　
っ　
て　
任　
意　
で　
決　
定　
さ　

れ　
る　
こ　
と　
も　
あ　
れ　
ば　
、　
裁　
判　
所　

の　
直　
接　
命　
令　
に　
よ　
っ　
て　
決　
定　
さ　

れ　
る　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　ま　
た　
、　

清　
算　
・　
破　
産　
手　
続　
の　
申　
立　
が　
認　

め　
ら　
れ　
た　
場　
合　
の　
よ　
う　
に　
、　
法　

に　
基　
づ　
い　
て　
決　
定　
さ　
れ　
る　
こ　
と　

も　
あ　
り　
ま　
す　
。　

裁　
判　
所　
が　
会　
社　
の　
解　
散　
命　
令　
を　
発　
行　

す　
る　
の　
は　
、　以　
下　
の　
よ　
う　
な　
場　
合　
で　
す　
。　

(  i  )  

会　
社　
が　
公　
益　
に　
反　
す　
る　
行　
為　

を　
な　
し　
た　
と　
判　
断　
す　
る　
に　
足　
る　
根　

拠　
が　
あ　
り　
、　
検　
察　
庁　
が　
申　
立　
を　
行　

っ　
た　
場　
合　
、　

(  i  i  )  

定　
款　
の　
不　
備　
に　
よ　
り　
会　
社　
法　

の　
要　
件　
が　
満　
た　
さ　
れ　
て　
お　
ら　
ず　
、　

利　
害　
関　
係　
を　
有　
す　
る　
者　
が　
請　
求　
を　

行　
っ　
た　
場　
合　
、　
ま　
た　
は　

(  i  i  i  )  

会　
社　
が　
３　
年　
以　
上　
事　
業　
を　
運　

営　
し　
て　
い　
な　
い　
こ　
と　
、　
大　
半　
の　
株　

主　
の　
住　
所　
が　
不　
明　
で　
あ　
り　
、　
新　
聞　

公　
告　
を　
通　
じ　
て　
株　
主　
総　
会　
を　
召　
集　

し　
た　
に　
も　
か　
か　
わ　
ら　
ず　
、　
株　
主　
総　

会　
が　
開　
催　
で　
き　
な　
い　
こ　
と　
、　
も　
し　

く　
は　
、　
事　
業　
活　
動　
を　
実　
施　
す　
る　
の　

に　
十　
分　
な　
資　
産　
が　
会　
社　
に　
な　
い　
こ　

と　
等　
の　
理　
由　
に　
よ　
り　
、　
会　
社　
の　
存　

続　
が　
不　
可　
能　
で　
あ　
る　
と　
し　
て　
、　
株　

主　
、　
取　
締　
役　
会　
、　
又　
は　
コ　
ミ　
ッ　
シ　

ョ　
ナ　
ー　
が　
請　
求　
を　
行　
っ　
た　
場　
合　
。　

Ｑ　
２　
　　
清　
算　
手　
続　
と　
は　
ど　
の　
よ　
う　

な　
も　
の　
で　
す　
か　
。　

Ａ　
２　
　　
清　
算　
手　
続　
は　
、　
清　
算　
人　
に　

よ　
る　
会　
社　
の　
全　
資　
産　
の　
売　
却　
か　

ら　
始　
ま　
り　
ま　
す　
。　
こ　
の　
資　
産　
の　

売　
却　
は　
、　
会　
社　
の　
債　
務　
を　
弁　
済　

し　
、　
残　
余　
財　
産　
を　
株　
主　
間　
で　
そ　

の　
保　
有　
株　
式　
の　
種　
類　
に　
応　
じ　
て　

比　
例　
分　
配　
す　
る　
こ　
と　
を　
目　
的　
と　

し　
て　
行　
わ　
れ　
ま　
す　
。　
会　
社　
の　
任　

意　
、　
破　
産　
ま　
た　
は　
裁　
判　
所　
命　
令　
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の　
い　
ず　
れ　
に　
よ　
っ　
て　
清　
算　
が　
行　

わ　
れ　
る　
場　
合　
で　
も　
、　
そ　
の　
手　
続　

は　
概　
ね　
同　
様　
で　
す　
。　
合　
併　
の　
場　

合　
に　
は　
、　
承　
継　
会　
社　
で　
あ　
る　
新　

会　
社　
が　
合　
併　
す　
る　
両　
企　
業　
の　
債　

務　
を　
一　
切　
引　
き　
受　
け　
な　
い　
と　
い　

う　
特　
定　
の　
場　
合　
以　
外　
に　
は　
、　
当　

然　
な　
が　
ら　
い　
ず　
れ　
の　
合　
併　
企　
業　

も　
資　
産　
を　
清　
算　
す　
る　
必　
要　
は　
あ　

り　
ま　
せ　
ん　
。　

Ｑ　
３　
　　
清　
算　
人　
の　
選　
任　
は　
ど　
の　
よ　

う　
に　
行　
わ　
れ　
ま　
す　
か　
。　

Ａ　
３　
　　
破　
産　
も　
し　
く　
は　
そ　
の　
他　
裁　

判　
所　
命　
令　
に　
よ　
る　
清　
算　
の　
場　

合　
、　
清　
算　
人　
の　
選　
任　
は　
、　
会　
社　

法　
に　
従　
っ　
て　
裁　
判　
所　
が　
行　
い　
ま　

す　
。　
任　
意　
に　
よ　
る　
清　
算　
の　
場　
合　

に　
は　
、　
株　
主　
総　
会　
に　
お　
い　
て　
清　

算　
人　
の　
選　
任　
に　
関　
す　
る　
具　
体　
的　

規　
定　
が　
な　
さ　
れ　
る　
場　
合　
を　
除　

き　
、　
会　
社　
の　
業　
務　
執　
行　
取　
締　
役　

が　
清　
算　
人　
を　
務　
め　
る　
こ　
と　
に　
な　

り　
ま　
す　
。　

取　
締　
役　
が　
清　
算　
人　
を　
務　
め　
る　
場　
合　
、　

取　
締　
役　
の　
選　
任　
、　
解　
任　
、　
職　
務　
、　
職　
責　

お　
よ　
び　
監　
督　
に　
関　
す　
る　
会　
社　
の　
構　
成　
文　

書　
並　
び　
に　
会　
社　
法　
の　
あ　
ら　
ゆ　
る　
規　
定　
が　

準　
用　
さ　
れ　
、　
清　
算　
人　
と　
し　
て　
の　
当　
該　
取　

締　
役　
に　
適　
用　
さ　
れ　
ま　
す　
。　

Ｑ　
４　
　　
清　
算　
人　
の　
義　
務　
と　
は　
ど　
の　

よ　
う　
な　
も　
の　
で　
す　
か　
。　

Ａ　
４　
　　
清　
算　
人　
は　
、　
会　
社　
解　
散　
の　

正　
式　
決　
定　
後　
3  0  
日　
以　
内　
に　
、　
以　

下　
の　
義　
務　
を　
果　
た　
さ　
な　
け　
れ　
ば　

な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

(  a  )  

日　
刊　
紙　
及　
び　
官　
報　
を　
通　
じ　
て　
全　
債　

権　
者　
に　
会　
社　
の　
解　
散　
に　
つ　
い　
て　
公　
告　

す　
る　
こ　
と　
、　

(  b  )  

会　
社　
の　
解　
散　
に　
つ　
い　
て　
関　
連　
省　
庁　

に　
通　
知　
し　
、　
会　
社　
が　
清　
算　
手　
続　
中　
で　

あ　
る　
こ　
と　
が　
会　
社　
登　
記　
簿　
に　
記　
載　
さ　

れ　
る　
よ　
う　
に　
す　
る　
こ　
と　
。　

前　
記　
の　
い　
ず　
れ　
か　
が　
実　
施　
さ　
れ　
な　
い　

と　
、　
解　
散　
は　
第　
三　
者　
に　
対　
し　
て　
有　
効　
と　

は　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　
さ　
ら　
に　
、　
清　
算　

人　
が　
過　
失　
に　
よ　
り　
前　
記　
義　
務　
の　
不　
履　
行　

を　
な　
し　
た　
こ　
と　
等　
に　
起　
因　
し　
て　
第　
三　
者　

が　
損　
害　
を　
被　
っ　
た　
場　
合　
、　
清　
算　
人　
は　
か　

か　
る　
損　
害　
に　
つ　
い　
て　
責　
任　
を　
負　
い　
ま　

す　
。　

Ｑ　
５　
　　
清　
算　
手　
続　
中　
の　
会　
社　
は　
通　

常　
業　
務　
を　
実　
施　
で　
き　
ま　
す　
か　
。　

Ａ　
５　
　　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
。　

清　
算　
手　
続　
中　
の　
会　
社　
が　
実　
施　
で　
き　
る　

の　
は　
、　
資　
産　
清　
算　
を　
進　
め　
る　
た　
め　
の　
法　

的　
手　
続　
に　
限　
ら　
れ　
ま　
す　
。　
そ　
の　
具　
体　
的　

内　
容　
は　
以　
下　
の　
と　
お　
り　
で　
す　
。　

(  a  )  

会　
社　
資　
産　
の　
登　
録　
お　
よ　
び　
回　
収　

(  b  )  

清　
算　
に　
よ　
る　
資　
産　
分　
配　
計　
画　
の　
新　

聞　
お　
よ　
び　
官　
報　
に　
お　
け　
る　
公　
告　

(  c  )  

債　
権　
者　
へ　
の　
支　
払　
の　
実　
施　

(  d  )  

株　
主　
に　
対　
す　
る　
分　
配　

(  e  )  

前　
記　
に　
関　
連　
す　
る　
そ　
の　
他　
手　
続　

Ｑ　
６　
　　
債　
権　
者　
に　
よ　
る　
支　
払　
請　
求　

の　
申　
立　
に　
は　
期　
限　
が　
あ　
り　
ま　
す　

か　
。　

Ａ　
６　
　　
あ　
り　
ま　
す　
。　

解　
散　
が　
決　
定　
さ　
れ　
た　
会　
社　
は　
、　
そ　
の　

通　
知　
を　
送　
付　
す　
る　
義　
務　
を　
負　
い　
ま　
す　
。　

債　
権　
者　
は　
、　
か　
か　
る　
通　
知　
の　
受　
領　
後　
6  0  

日　
以　
内　
に　
、　
支　
払　
請　
求　
を　
し　
な　
け　
れ　
ば　

な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
債　
権　
者　
は　
、　
清　
算　
に　
よ　

る　
資　
産　
分　
配　
計　
画　
に　
対　
し　
、　
6  0  
日　
以　
内　

に　
異　
議　
申　
立　
を　
行　
う　
こ　
と　
も　
で　
き　
ま　

す　
。　
支　
払　
請　
求　
が　
清　
算　
人　
に　
よ　
り　
拒　
否　

さ　
れ　
た　
債　
権　
者　
は　
、　
当　
該　
拒　
否　
の　
日　
か　

ら　
6  0  
日　
以　
内　
に　
裁　
判　
所　
に　
提　
訴　
す　
る　
こ　

と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　

前　
記　
6  0  
日　
の　
期　
間　
内　
に　
支　
払　
請　
求　
を　

行　
わ　
な　
か　
っ　
た　
債　
権　
者　
で　
も　
、　
会　
社　
の　

解　
散　
に　
関　
す　
る　
通　
知　
が　
新　
聞　
お　
よ　
び　
官　

報　
に　
公　
告　
さ　
れ　
た　
最　
終　
日　
か　
ら　
２　
年　
以　

内　
で　
あ　
れ　
ば　
、　
支　
払　
請　
求　
の　
申　
立　
を　
裁　

判　
所　
に　
対　
し　
て　
行　
う　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　

す　
。　
た　
だ　
し　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　
請　
求　
に　
は　
、　

株　
主　
に　
分　
配　
予　
定　
で　
あ　
る　
会　
社　
資　
産　
残　

余　
分　
の　
み　
が　
充　
当　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
債　
権　
者　

に　
よ　
る　
支　
払　
請　
求　
が　
、　
株　
主　
へ　
の　
資　
産　

分　
配　
後　
に　
行　
わ　
れ　
た　
場　
合　
、　
当　
該　
資　
産　

分　
配　
は　
、　
裁　
判　
所　
の　
命　
令　
に　
従　
っ　
て　
清　

算　
人　
に　
よ　
り　
取　
り　
消　
さ　
れ　
、　
株　
主　
は　
、　

各　
自　
が　
受　
領　
し　
た　
分　
配　
額　
に　
応　
じ　
案　
分　

す　
る　
形　
で　
、　
債　
権　
者　
に　
よ　
る　
請　
求　
分　
を　

払　
い　
戻　
さ　
な　
け　
れ　
ば　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

Ｑ　
７　
　　
清　
算　
手　
続　
中　
の　
会　
社　
に　
対　

し　
破　
産　
の　
申　
立　
を　
行　
う　
こ　
と　
は　

で　
き　
ま　
す　
か　
。　

Ａ　
７　
　　
清　
算　
手　
続　
に　
適　
合　
す　
る　
も　

の　
に　
限　
り　
、　
破　
産　
の　
申　
立　
を　
行　

う　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　

会　
社　
は　
、　
解　
散　
の　
決　
定　
が　
な　
さ　
れ　
た　

時　
点　
で　
「　
解　
散　
さ　
れ　
た　
」　
と　
み　
な　
さ　
れ　

ま　
す　
が　
、　
清　
算　
手　
続　
が　
完　
了　
し　
、　
株　
主　

総　
会　
ま　
た　
は　
裁　
判　
所　
が　
清　
算　
人　
の　
責　
任　

を　
引　
き　
受　
け　
る　
ま　
で　
、　
存　
続　
し　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
会　
社　
法　
に　
も　
規　
定　
さ　
れ　
て　
い　
る　

通　
り　
、　
清　
算　
手　
続　
中　
の　
会　
社　
で　
あ　
っ　
て　

も　
、　
清　
算　
手　
続　
を　
進　
展　
さ　
せ　
る　
た　
め　
の　

特　
定　
の　
行　
為　
に　
限　
り　
実　
施　
で　
き　
ま　
す　
。　

少　
な　
く　
と　
も　
、　
債　
権　
者　
が　
清　
算　
中　
の　

債　
務　
者　
に　
対　
し　
破　
産　
の　
申　
立　
を　
行　
う　
場　

合　
に　
は　
特　
に　
、　
前　
記　
の　
と　
お　
り　
で　
あ　
る　

こ　
と　
が　
裁　
判　
所　
に　
よ　
り　
確　
認　
さ　
れ　
て　
い　

ま　
す　
（　
最　
高　
裁　
判　
所　

）　。　

Ｑ　
８　
　　
清　
算　
が　
完　
了　
す　
る　
の　
は　
い　

つ　
で　
す　
か　
。　

Ａ　
８　
　　
残　
余　
資　
産　
の　
株　
主　
に　
対　
す　

る　
最　
終　
分　
配　
が　
行　
わ　
れ　
た　
時　
点　

で　
、　
清　
算　
は　
完　
了　
し　
ま　
す　
。　
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本　
稿　
は　
、　
イ　
ン　
ド　
ネ　
シ　
ア　
に　
お　
け　
る　
投　
資　
に　
関　
わ　

る　
法　
的　
事　
項　
に　
つ　
い　
て　
、　
一　
般　
的　
な　
情　
報　
の　
提　
供　

を　
目　
的　
と　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
具　
体　
的　
な　
事　
案　
、　
法　
的　

助　
言　
等　
に　
つ　
き　
ま　
し　
て　
は　
、　
適　
格　
な　
専　
門　
家　
に　
ご　

相　
談　
下　
さ　
い　
。　

ラ
ン
プ
ン
国
立
大
学
講
師
。
黒
田
法
律
事

務
所
リ
ー
ガ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
ボ
ゴ
ル

農
業
大
学
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
情
報
卒
業
。

ラ
ン
プ
ン
国
立
大
学
法
学
部
、
関
東
学
園

大
学

Ｌ
Ｌ
Ｍ
卒
業
。
横
浜
国
立
大
学
国

際
経
済
法
研
究
科
後
期
博
士
課
程
履
修
中
。

専
門
は
国
際
取
引
法
。

ユ
リ
ア
・
ク
ス
マ
・
ワ
ル
ダ
ニ

黒
田
法
律
事
務
所
代
表
パ
ー
ト
ナ
ー
。
早

稲
田
大
学
一
年
中
退
。
司
法
試
験
合
格
。

そ
の
後
、
国
内
の
法
律
事
務
所
勤
務
を
経

て
、
北
京
語
学
学
院
、
デ
ュ
ー
ク
大
学
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
、
復
旦
大
学
法
学
部
高
級
進

修
生
課
程
を
終
了
。
専
門
は
国
際
金
融
、

独
禁
法
、
知
的
財
産
法
な
ど
。

黒
田
健
二
（　
く　
ろ　
だ　
・　
け　
ん　
じ　
）　


